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大学は、最終学歴となるような「学

びのゴール」であると同時に、「働くこ

とのスタート」の役割を求められ、変

革を迫られている。キャリア教育、

PBL・アクティブラーニングといった

座学にとどまらない授業法、地域社

会・産業社会、あるいは高校教育との

連携・協働と、近年話題になっている

大学改革の多くが、この文脈にあると

言えるだろう。

この連載では、この「学ぶと働くをつ

なぐ」大学の位置づけに注目しながら、

学長及び改革のキーパーソンへのイ

ンタビューを展開していく。各大学が

活動の方向性を模索する中、さまざま

な取り組み事例を積極的に紹介して

いきたい。

今回は、崇
そう

城
じょう

大学の「何ができるよ

うになったか」を問う実学主義教育と、

「意欲を引き出す教育」について、中山

峰男学長にお話をうかがった。

崇城大学は、1991年の大学設置基

準改正（大綱化）以降、「デザイン」「生

命」「情報」の3つのキーワードを軸に

数回の改組を行い、現在は工学部、生

物生命学部、情報学部、薬学部、芸術

学部の5学部体制をとる。熊本工業大

学からの校名変更は芸術学部を開設

例えば、明治時代を作ったのは、江

戸時代の価値観に慣らされてない若

い人達でした。その一人である渋沢

栄一が、1867年のパリ万博にお付きで

行き、ヨーロッパの近代国家を見て日

本との違いに愕然としたのは20代後

半でした。帰国して、『銀行』をはじめ

江戸時代にはなかった数々の制度や

会社を作っていきますが、それは若い

からできたのだろうと思います。

同じように今の若者が新しい時代

を作っていくには、受け身の学生を、

自分から求めていく、アグレッシブな

学生へと変えていかないといけないと

思っています」。

2011年にスタートした教育改革

SEIP-I（SOJO Educational Innovation 

Project: シープワン）でもまず、学生の

夢や志を育む狙いで「チューター制」を

入れた。教員1人が5人の学生を、入

学から卒業まで4年間、一貫して受け

持つ。「1人ずつと対話を重ね、『君は何

がしたいの、夢は何』といったことを問

いかけながら、学生の自立を促し主体

性を引き出していきます」。

さらに中山学長は、SEIP-Iの主な取

り組みとして情報・英語・起業の3分野

をあげる。

した2000年だ。

中山学長は沿

革に由来する教育

理念についてこう

語る。「創立は戦後

間もない1949年、

電気技術者の育成が目的でした。従っ

てその当時から、『何を学んだか』では

なく、『何ができるようになったか』を

問う『実学主義』を基本的な教育理念

としています」。

象徴的なのが、工学部宇宙航空シス

テム工学科だ。パイロット養成コース

は、国内の大学で唯一、飛行機も人材

も自前で揃えて、パイロットを育成し

ている。「1987年に熊本空港に直結す

る空港キャンパスを設けましたが、パ

イロット育成が目的ではありませんで

した。空力や流体力学は、黒板に数式

を書いて抽象的に教えるより、学生を

飛行機に乗せて体感させると非常に

理解が早かった。それで、実学教育に

飛行機が必要だと考えたのです」。

中山学長の課題意識は、学生の受け

身の姿勢・考え方だ。「第4次産業革命

と言われるように、今とは価値観の全く

違う世の中がくるでしょう。その時求

められるのは若者の活躍です。
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情 報 教 育 で は、2012年 度 に は

BYOD（Bring Your Own Device）化

が行われた。ノートパソコンの所有を

学生個人に義務づけ、購入資金に充て

られるよう、授業料を10万円値下げし

たのだ。「それまで情報教育は、パソコ

ンルームに1年生を150人くらい集め

て行っていました。ところが3年生に

なって卒研でパソコンを使うという

時、1年生でやったことをすっかり忘

れている。これは情報の実学教育に

なっていないぞと」。そのうえで、「情

報学部だけでなく、全学部全学科の学

生を情報が活用できる人材に」という

方向性のもと、専門科目の授業でのパ

ソコンやアプリの使い方、どういうス

キルを身につけさせるかを学科ごとに

決めた。「パソコンを活用する授業が1

つの学科で10科目ほどあり、その中で

情報教育を行う形になっています」。

英語教育では、神田外語大学と大

学間協定を結び、そのノウハウを導

入し た 英 語 学 習 施 設 SILC（SOJO 

International Learning Center: シル

ク）を2010年秋にオープンした。2011

年度からは、必修の英語科目も「30人

語る。「ヨーロッパ諸国は開業率が

10％から13％あるところ、日本は4％

くらいで、会社を興す人が本当に少な

い。できればこの熊本に、学生が興す

会社がどんどんできてくるといい」。

こうした思いを背景に2014年度に始

まった「起業家育成プログラム」は、「講

義科目」「部活動」「学生起業支援」の3

本柱となっている。

まず全学部全学科の1・2年生が選

択可の起業家育成の科目を4科目設け

た。次に、学生が日常的に実践するた

めの公認サークル「起業部」（SOJO 

Ventures）を2014年10月に創部。

最後に、学生の起業を資金面で支

援するSOJOスタートアップラボ(株)

という投資会社を、大学の100％出資

で2017年1月に立ち上げた。「審査に

合格すれば出資を得て起業できる。

事業が失敗したら返済は不要、成功し

たら戻してもらって、また次の学生に

使っていく」。

産業界には、ベンチャー起業論は教

育の場で教えられるものではない、と

いった意見が根強くあるが、中山学長

は、「教えるとか教えないとかではな

以下のクラス編成で週に2コマを2年

間、ネイティブスピーカーの講師」とい

う神田外大のプログラムを入れて、

SILCが行っている。SILC内には、自

律 学 修センターSALC（Self-Access 

Learning Center: サルク）を設けて、

ネイティブスピーカーの教員が常駐

し、学生は授業外でも自分のレベルに

合わせた学習ができる。

さらに、いくらネイティブスピーカー

が教えても、英語を使う環境がなけれ

ば身につかないと、学生を積極的に海

外の英語教育プログラムや提携大学

等に送り出している。「2019年度の実

績は267名。ほとんどが短期ですが、

本学の規模にしては多いと思います。

学生はなかなか行きたがりませんが、

帰ってくると目の輝きが違う。ほとん

どの学生がもう1回行きたいと言い、海

外へのハードルが大きく下がると感じ

ます。そこで初めて、実践的なSILCの

教育が活きてくると実感しています」。

起業教育について、中山学長はこう
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大学

「意欲を引き出す教育」を
モットーに体験型教育を徹底

中山峰男　学長

「SOJO教育プログラム」で学生の心に火をつける！
１年次 2年次 3年次 4年次 アウトカム

SOJOプロジェクト教育科目群
専門と産業の接続をPBL型授業で実践

英語教育科目群　SILCでのネイティブによる英語教育

留学支援　多彩なプログラム・協定校と支援体制

キャリア教育
主体性と社会性を身に着け、専門を活用できる人材を育成する

SOJO基礎

毎週の活動
科目ごとの到達度目標の達成度の振り返り
各学期の活動の振り返り

チューターとの定期的な面談

イングリッシュコミュニケーション

各種留学プログラム

未来デザイン

起業部での活動

専門家による講演会・メンタリング・事業支援、崇城大学ファンドによる資金援助

起業家精神とイノベーションのマインド

アカデミック英語

SOJOプロジェクト 就職率
99%以上

（2015年度～2019年度）

英語プレゼン
文部科学大臣賞

海外留学
267名 （2019年度）

学生起業
2社 （2015年～）

ビジコン受賞
多数（2014年～）

進路満足度
95%以上

（2018年度、回収率92.6%）

企業と連携したPBL型の実践キャリア教育

卒業研究：
各専門分野

グローバル教育
グローバル時代に対応する社会人基礎力の養成

アントレプレナーシップ教育
未来に挑戦する若者の涵養

起業部　大学公認の部活で夢を実現する

起業家支援　大学からの起業支援

チューター制度
継続的な対話により学生の心に火をつけ、希望する未来に導く

ポートフォリオ
多面的なポートフォリオにより一人ひとりの学生の
成長をサポートする

起業家育成プログラム教育科目群
アントレプレナーシップ（起業家精神）を身につけ、
新しいことに挑戦するマインドを育成する

成果が出始めた
起業家育成プログラム

デザイン、生命、情報で貫く
実学主義

主体性を引き出すための
教育改革

SEIP-Iによる
情報教育、英語教育強化
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く、本人がやる気を出すか出さないか

の問題」と言う。「起業には発想法が

大切ですが、考えようという意欲が生

まれないと、発想そのものが生まれな

い。意欲を引き出すのがアントレプ

レナーシップ教育ではないかと思い

ます」。

SOJOスタートアップラボは現在、

学生ベンチャー2社に出資している。

そのうちの1社が、起業部出身の古

賀碧さんらが2018年4月に創業した

(株)C
シ ア モ

iamoだ。古賀さんのチームは

在学中に「焼酎粕を利用した光合成

細菌の培養キットの開発・販売」を

2016年度「キャンパスベンチャーグ

ランプリ」に応募し、全国大会でテク

ノロジー部門大賞・文部科学大臣賞

を受賞した。これをもとに、古賀さ

んが代表取締役社長となって起業、

役員・社員はSOJO Venturesの仲間

達だ。

このほかにも、各種のビジネスプラ

ンコンテストに応募する学生は多く、

入賞の成果も次々と上がっている。

SEIP-Iの取り組みを継続しながら、

2019年度からは、2017年度策定の

SEIP-IIも実施されている。

その一環である1年次前期必修の

「SOJO基礎I」は、受け身の学生を主

体的に変えることが目的の一つだ。

学生は、朝食はとったか、睡眠時間は

何時間かといった自分の生活状況と、

新聞から自分で選んだニュースにつ

いての感想を、eポートフォリオ「今週

の活動とトップニュース」のシートに

記入、毎週提出する。

もう一つの目的が、課題に取り組む

基本的な方法を学ぶことで、「各学科

ホームページの改善案作成」といった

テーマにチームで取り組む。

「1年次後期の『SOJO基礎II』や2

年次の『キャリアプレコーオプ』では、

企業からもらう課題に学生が小グ

ループで取り組みます。3年生は

2020年度からですが、学科の研究も

含んだ形で課題解決に取り組ませる

予定です。これらが、自分が将来何

をしたいか考える一つの方法につな

がっていけばと考えています」。

崇城大学では、SEIP-I・SEIP-IIの取

り組み全体を「学生の心に火をつける

教育」としている。

中山学長は「学生はみんな、基本的

には意欲を持っていると思います。

ただ、今までは意欲を出したくなるよ

うな場もなければ、教育の中で発現さ

せようとする場面もなかった」と言

い、2016年の熊本地震の経験を語る。

「4月14日、16日に地震があってすぐ

閉講になり、授業を再開したのは連休

後でした。大半の学生が震災にあっ

ているので、みんな落ち込んでいるだ

ろうと思っていたら、あにはからん

や、みんな笑顔で現れたのです。

実は、震災を通じて地域の人達と

の助け合いを経験していたのです。

避難所等で高齢者がなかなか活動で

きない中、若い人が活躍し、ありがと

うと言われる。それがどんなに価値

あることかと体験して、自分の存在感

が認識できたのです。こういうこと

が、若い人の前向きの姿勢を作り出す

大きな要因になると思いました」。

そこで2016年に始めたのが、「笑顔

と感謝の表彰制度」だ。年4回、年間

合計で700人強の学生が、他薦または

自薦で表彰される。「国際学会で発表、

スポーツの大会で上位入賞、ボラン

ティアで活躍等、何らかの経験をし

て、『一歩前に出た』学生がそれだけ

いる。学生の意欲を引き出すための

一つの仕掛けとして、積み重ねていこ

うと考えています」。

中山学長は「今後の崇城大学が一

番するべきこと」を、「学生一人ひとり

が持っている才能を大学の中で引き

出す、あるいは本人に自覚してもらう

こと」と語る。

「才能というのは人それぞれ違う。

つまり、その人の個性です。今まで日

本の大学はジェネラリストを養成す

ることが中心で、個性についてあまり

考えてきませんでした。でもこれか

らの日本には、一人ひとりの個性を認

識して導き出し、多様なスペシャリス

トをたくさん育てていくことが必要

ではないかという気がしています。

幸いにして本学では、先生方が

しっかりと学生に向き合ってくれて

います。学生達も自分のやりたい仕

事を見つけてくれています。そうい

う教育を教職員が一丸となって続け

ていきたいと思っています」。

教育改革を発展させた
SEIP-II

学生の心に火をつける教育

一人ひとりの個性と
才能を引き出す

（角方正幸 リアセックキャリア総合研究所 所長）

http://souken.shingakunet.com/college_m/
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